
五島市椿の実代理収穫マッチング制度実施要領 

令和７年８月６日 

（趣旨） 

第１条 この要領は、高齢化等により管理が困難となった椿林において、椿の適正

管理により椿油等の生産を促進し、地域資源の持続利用と景観保全に資するため、

当該椿林の所有者と収穫及び管理を希望する団体等とのマッチングを支援する、椿

の実代理収穫マッチング制度（以下「制度」という。）に関し必要な事項を定める

ものとする。 

（定義） 

第２条 この要領において使用する用語の意義は、次に定めるところによる。 

（１）椿林 ヤブツバキ等の椿が主に植生する土地で、椿の実の収穫が可能な区域 

 をいう。 

（２）椿林所有者 椿林の所有者又は使用権を有する者をいう。 

（３）代理収穫希望者 椿の実の収穫及び椿林の管理に関心を有する個人または団 

 体をいう。 

（４）マッチング台帳 椿林の代理収穫及び管理に関するマッチングを行うため、 

 椿林所有者及び代理収穫希望者からの申込み内容、椿林の概要、契約内容等を登 

 載・管理する台帳をいう。 

 

（適用上の注意） 

第３条 この要領は、制度以外の方法による椿林の取引を妨げるものではない。 

 

（対象者） 

第４条 この制度の対象者は、次のいずれかに該当する者とする。 

（１）市内に所在する椿林を所有する者又はその使用権を有する者 

（２）椿の実の収穫及び管理に関心を有する個人または団体 

 

（マッチング台帳登録申込み） 

第５条 椿林に関する情報をマッチング台帳（以下「台帳」という。）へ登録しよ 

 うとする椿林所有者及び代理収穫希望者は、マッチング台帳登録申込書（様式第 

 １号）及び当該椿林に係る所有権等を確認できる書類を添付して市長に提出する 

 ものとする。 

２ 代理収穫希望者は様式第１号のほか誓約書（様式第１号の２）を市長に提出し 

 なければならない。 

３ 市長は、前項の規定による登録の申込みがあった場合において、その内容が適 

 正であると認めたときは、当該情報を台帳に登録するものとする。 

４ 市長は、前項の規定による登録をしたときは、マッチング台帳登録完了通知書 

 （様式第２号）により、当該申込みをした者に通知するものとする。 

５ 市長は、必要に応じて第３項の規定により登録した椿林および個人または団体

の調査を行うことができる。 



６ 第３項の規定による登録の通知を受けた者（以下「登録者」という。）は、前

項の調査に協力しなければならない。 

（マッチング台帳登録情報の変更） 

第６条 登録者は、前条第３項の規定により登録された情報（以下「登録情報」と 

 いう。）に変更があったときは、マッチング台帳登録情報変更届（様式第３号） 

 と変更内容を記入したマッチング台帳登録申込書（様式第１号）を市長に提出し 

 なければならない。 

 （マッチング台帳登録情報の取消し） 

第７条 市長は、登録情報が次の次号のいずれかに該当するときは、当該登録情報 

 を取消すものとする。 

（１）登録者が、自己の登録情報の取消しを希望したとき。 

（２）登録情報に重大な誤り又は虚偽があったとき。 

（３）その他市長が適切でないと認めたとき。 

２ 前項第１号の場合においては、登録者は、マッチング台帳登録情報取消届（様 

 式第４号）を市長に提出しなければならない。 

３ 市長は、第１項の規定により登録情報を取消したときは、マッチング台帳登録 

 情報取消通知書（様式第５号）により、当該登録者に通知するものとする。 

（マッチングの条件） 

第８条 椿の実の売却による収益の分収割合は、原則として代理収穫者が１０割、 

 椿林所有者が０割とする。ただし、分収割合については椿林所有者と代理収穫者 

 の協議により別に定めることができるものとする。 

２ 代理収穫者は椿林を利用するにあたって、椿実の収穫に加え、適正な管理（下 

 草刈り等）も行わなければならないものとする。 

３ 契約は当事者間で行うものとし、契約期間は原則として４年以上とする。当初、 

 契約した期間等の内容を更新する場合は、再度契約を締結するものとする。 

（マッチング内容の報告） 

第９条 代理収穫者は、椿林所有者と椿林の利用に関する契約を締結したときは、 

 椿林使用契約書（様式第６号）およびマッチング内容報告書（様式第６号の２） 

 により、速やかに市長に報告しなければならない。 

（守秘義務） 

第 10条 第８条の規定により椿林を利用する権利を得た代理収穫者は、正当な理由 

 がない限り、その利用に関して知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退 

 いた後も、同様とする。 

（雑則） 

第 11条 この要領に定めるもののほか、必要な事項は、市長が定める。 

 


